
鋭
い

洞
察

力
を

備
え

た
 

国
際

協
力

の
専

門
家

を
養

成
 

「多
様

な
海

外
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
を

実
施

し
 

て
い

る
Ｎ

Ｇ
Ｏ

や
、

国
際

的
な

組
織

で
活

躍
で

き
 

る
教

養
豊

か
な

ス
ペ

シ
ャ

リ
ス

ト
の

養
成

」を
目

的
 

に
、

２
０

０
３

年
４

月
、

従
来

の
社

会
科

学
研

究
 

科
が

国
際

協
力

研
究

科
と

し
て

生
ま

れ
変

わ
っ

 

た
。

 

ア
ク

セ
ス

至
便

な
六

本
木

に
キ

ャ
ン

パ
ス

を
置

く
 

男
女

共
学

の
大

学
院

で
、

社
会

人
が

働
き

な
が

 

ら
学

べ
る

よ
う

に
、

授
業

は
平

日
の

夜
間

お
よ

び
 

土
曜

日
の

昼
間

に
開

講
さ

れ
て

い
る

。
４

月
と

１
 

０
月

入
学

の
セ

メ
ス

タ
ー

制
や

長
期

履
修

学
生

 

制
度

を
導

入
し

て
い

る
の

で
、

職
場

の
事

情
に

合
 

わ
せ

て
入

学
時

期
や

修
了

時
期

を
選

ぶ
こ

と
が

 

で
き

る
。

 

ま
た

、
経

済
、

国
際

関
係

、
政

治
外

交
、

地
域

 

研
究

と
各

分
野

か
ら

著
名

、
か

つ
経

験
豊

富
な

 

指
導

者
が

集
合

。
院

生
の

勉
学

意
欲

に
応

え
て

 

い
る

 

仕
事

帰
り

に
学

べ
る

 

男
女

共
学

の
夜

間
大

学
院

 

国
際

協
力

の
あ

り
方

を
 

社
会

科
学

的
・
実

践
的

に
探

求
 

実践・実習重視の教育で、国際舞台で活躍できる人材を育成 

東洋英和女学院大学大学院国際協力研究科 

は、社会人と学部新卒者の両方を対象とした男女 

共学の大学院です。特に社会人が働きながら学べ 

るための環境づくりに、力を注いでいます。 

校舎があるのは、交通の便がよい東京・六本木。 

授業は、平日の夜間と土曜日の昼間に開講されて 

います。 

また学部時代に社会科学を専攻していなかった 

学生のために、「社会科学基礎特論」や「研究手法 

ワークショップ」など、社会科学についての基礎知 

識を身につけるための基礎科目も設置しています。 
大学院生にとって一番大変なのは、何と言っても修士 

論文の作成です。国際協力研究科では、１年次から論文 

のテーマ設定や構成についての指導をスタートさせ、2年 

がかりで論文を仕上げていきます。定員が25名と少人数で 

あることもあり、指導教員が学生一人ひとりをきめ細 

かく指導できる体制を整えています。 

ちなみに仕事の都合などで、2年間で修了する 

のが難しい学生のための、3〜4年かけて履修を終 

える長期履修生制度も設けられています。 

働きながら学ぶ学生をバックアップ 

実践・実習を重視したカリキュラム 

国際協力研究科のもう一つの特徴が、実践や実 

習を非常に重視していることです。「国際協力イン 

ターンシップ」という科目では、NGOや国連機関に 

体験就業をすることで、現場の状況や課題と可能 

性をつぶさに知っていただくことを狙いとしていま 

す。また「国際社会ワークショップ」では現代国際社 

会の焦眉の課題を検討し、「国際協力ワークショッ 

プ」では、国連の専門機関やNGOで働いていた方 

に来ていただき、直接講義をしてもらっています。 

こうした科目は、将来国際協力分野に進みたいと 

いう学生にとっては、非常に魅力的なことでしょう。 

実際、授業を通してNGOや国連機関とのつながり 

ができ、ボランティア活動に参加したり、インターン 

として働きはじめたりする学生も少なくありません。 

また実は私自身もそうなのですが、常勤、非常勤 

の教員の中には、NGOや国連機関出身者がいま 

す。現場を熟知した教員スタッフが指導しているの 

も、大きな強みといえます。 

入試では、学ぶ目的や意欲を重視 

国際協力研究科を志望する学生の中には、出願 

前に「もっと専門的な知識を得てから、受験したほう 

がいいのでは？」などと、迷っている方もいるようで 

す。しかし私たちが入学段階で一番重視するのは、 

研究計画書や面接を通して、「志望動機や研究計 

画の明確さ」「大学院での学びの経験を、将来どう 

活かしていきたいのか」といった、学ぶ目的や意欲 

を最重視します。 

日経 大学・大学院ガイド 2009年 春 

社会人・学生のための大学・大学院情報 

※注 

『日経大学・大学院ガイド2009年春』の原稿 

をもとに作成しており、実際の出版物とは異 

なります。 東洋英和女学院大学大学院 

「国
際

協
力

」と
ひ

と
口

に
言

っ
て

も
、

開
発

 

の
領

域
を

は
じ

め
と

し
て

実
に

さ
ま

ざ
ま

な
分

 

野
が

あ
る

。
 

本
研

究
科

で
は

、
国

際
協

力
に

お
け

る
問

題
 

を
国

際
社

会
領

域
と

国
際

協
力

領
域

の
２

つ
の

 

視
点

か
ら

社
会

科
学

的
か

つ
実

践
的

に
探

究
す

 

る
。

ま
た

、
日

本
と

し
て

の
国

際
協

力
の

あ
り

方
 

を
研

究
す

る
た

め
に

、
共

通
領

域
科

目
群

に
は

 

基
礎

科
目

と
地

域
研

究
科

目
が

あ
り

、
そ

れ
ぞ

 

れ
の

領
域

に
相

応
し

い
専

門
科

目
が

置
か

れ
、

理
 

論
的

知
識

を
学

ぶ
一

方
で

、
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

科
 

目
、

特
殊

講
義

、
さ

ら
に

国
際

協
力

領
域

で
は

 

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

や
フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
と

い
っ

 

た
実

習
も

配
置

さ
れ

て
い

る
。

研
究

の
集

大
成

 

と
な

る
修

士
論

文
指

導
は

1
年

次
後

期
か

ら
履

 

修
可

能
と

な
っ

て
い

る
。

 

■
「研

究
プ

ロ
グ

ラ
ム

制
」の

導
入

 

ま
た

、
本

研
究

科
で

は
研

究
プ

ロ
グ

ラ
ム

制
 

を
導

入
し

て
い

る
。

 

国
際

社
会

領
域

で
は

、
研

究
職

系
履

修
プ

ロ
 

グ
ラ

ム
と

キ
ャ

リ
ア

・ア
ッ

プ
系

履
修

プ
ロ

グ
ラ

 

ム
、

国
際

協
力

領
域

で
は

、
国

際
機

関
系

履
 

修
プ

ロ
グ

ラ
ム

と
Ｎ

Ｇ
O

系
履

修
プ

ロ
グ

ラ
ム

が
 

あ
る

。
 

以
上

の
よ

う
に

各
領

域
に

は
２

つ
の

プ
ロ

グ
 

ラ
ム

を
設

け
、

そ
れ

ぞ
れ

の
進

路
に

相
応

し
い

 

科
目

選
択

が
可

能
に

な
っ

て
い

る
。

こ
の

よ
う

 

な
「プ

ロ
グ

ラ
ム

履
修

生
制

度
」の

ほ
か

に
、

科
 

目
等

履
修

生
制

度
が

あ
り

、
一

定
期

間
に

選
 

択
し

た
各

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

履
修

科
目

が
、
入

学
 

後
の

修
士

課
程

修
了

単
位

と
し

て
1
0
単

位
ま

 

で
算

入
で

き
る

制
度

も
あ

る
。

 

■
視

野
を

広
げ

る
オ

ム
ニ

バ
ス

講
義

 

Ｎ
Ｇ

Ｏ
や

Ｎ
Ｐ

Ｏ
、

国
連

職
員

な
ど

外
部

か
 

ら
毎

回
異

な
る

講
師

を
招

い
て

行
わ

れ
る

オ
 

ム
ニ

バ
ス

講
義

も
好

評
を

得
て

い
る

。
 

参
加

す
る
こ

と
の
喜

び
と
国

際
協
力

の
 

厳
し

い
現
実

、
そ
の

問
題
点

や
改
善

の
た

 

め
の

提
言
な

ど
、
講

師
の
豊

富
な
体

験
談

 

を
通

し
て
視

野
も
広

が
り
、

Ｎ
Ｇ
Ｏ

を
志

 

す
院

生
に
と

っ
て
は

有
益
な

プ
ロ
グ

ラ
ム

 

と
な

っ
て
い

る
の
も

見
逃
せ

な
い

。
 

吉川健治准教授 吉川健治准教授 

今、国際協力に求められている人材は、土台とな 

る知識を持ちつつ、多角的視点から問題の分析と 

解決策の提示ができる人物です。こうした能力は国 

際機関への就職を考えている人だけでなく、今の 

職場でキャリアアップを図りたい人にも必要なもの 

です。国際協力研究科には、国際政治・経済・社 

会、地域研究、国際協力に関する幅広い科目が 

揃っています。またレポート作成等を通じて、体系 

的、論理的に物事を考え、表現する訓練を徹底し 

て行います。まさに今求められる人材を育てるため 

の教育内容となっているわけです。 

働きながら学ぶ学生にとって、2年間の学生生活 

はけっして楽なものではないでしょうが、教員が丁 

寧にサポートしていくことを約束します。みなさんと 

お会いできる日を楽しみにしています。


